
特集･コンピュータネットワークとHITAC Lシリーズ ∪.D.C.占81.327.13.012

HITAC+-320インテリジェントシステム
HITACHIComputerlntelligent SYStem HITAC L-320

HITAC L-320はHITAC Lシリー1ズ中の放下位機椎として開発され,複合機能

を持ち合わせたインテリ ジェント端末もしくは小形オフィスコンビュ【タとして機

能し,.火のような特長をもっている｡(1)分散処理形態に適合したと位HITAC L,

HITAC Mシリーズ各機絶との親和件を追求した開発思想,(2)モデル2形から9形

まで幅広く拡張Lたモデル群と,それを支えるマルチマイクロプロセ･ソサ技術を導

入したハⅦドゥェア,(3)高存及簡兢言語RFDや拡張RPGをはじめとする豊富なソ

フトウェア及びフ7｢ムウェア技術｡

このシステムは,デ【タエントリ,帳票発行,問fナせ,小規校バッチ,リモート

ジョブ入力など幅広い適用分野をもつ｡

tl 緒 言

HITAC L-320システム(以下,L-320と略す)はHITAC

Mシリーズと極蔓めて強い親和性をもっている下位フ7ミリー

HITAC Lシリーズ中の最下位機椎として,データエントリ,

帳票発行,問合せ,小規イこ‾掟バ､ソチ,リモートジョブ入力の各

機能:を複合してもつ汎用インテリ ジェントシステムとしてF謂

発したものである｡昭和53年1月発送以来,ユーザーから好

評を博し好調な′受注状況にある｡二の論‾丈は,L-320開発の

背景とシステムの特長,構成及び､このシステムで使用する新

簡易言語RF工)(Record Format Descriptor)や拡張RPG

(Report Program Generator)についてその特長と概略を述

べる｡

切 開発背景とシステムの特長

L-320(区11)は,分散処玉里用コンピュータ Lシリーズの最

下位機種として位置する汎用イ ンテリ ジェントシステムであ

り,開発の背景として次のニーズがあった｡

(1)‾女子初心者オペレ【タでもごく簡単に取り扱うことがで

きるような操作性の優れた機器であること｡

(2)オフラインのスタンドアロンタイプのオフィスコンピュ

ータとして機能し､かつ回線の接続を得たときは汎用のイン
テリ ジュント端末として機能するという,2面性をシステム

的に効率よく実現すること｡

(3)ユーザ…プログラム作成効率の刃竜躍的向上を図り,かつ

システム運用上の効率向上を図ること｡

これらの開発ニーズを基に,L-･320で実現Lたシステムの

特長を二大に述べる｡

2.1操作性･信頼性の向上

処理装:置をはじめ,各種装置制御部に校数偶のマイクロプ

ロセッサ及びL SIを採用し,部品点数の少ない高信柏度ハ

ードウェア構成とするとともに,ハードウェア/ソフトウェア

を効果的に働かせる半固定的なプログラムであるファームウェ

アにより,システムの操作性･信根性の向上を図った(図2)‥

具体的には,

(1)オペレータコミュニケーションモニタをファームウェア

の一部とし,障害メッセージ,オペレmタ介入要求メッセー

ジをシステムで統一し,かつモニタディ スプレイに表示する
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HlTAC L-320システムのモデル2,7,

ことにより,専任オノーレ一夕を必要とLない操作性の高いシ

ステムの実現｡

(2)電i憤の二投入をするごとに,複数のマイクロプロセッサが

各自の機能テストやメモリテストを行ない,常に論理部の二子

防保守点検を行なって信栢度の向_とを図ることを含め,操作

惟をも考藩Lた自動プログラムロード方式の実現｡

(3)プログラム選択キーの打けんによるプログラムのロード

及び実行を開始するワンタッチロードアンドゴー寸幾能の実現｡

などである｡

2.2 システム多様化への適応

分散処理システムの中でのL-320が支援する処理形態は,

データエントリ,トランザクション処理及びリモートバッチ

処理に大別される｡これら処理形態での幅広し､業務範囲に対

し最適なシステムで対応するため,多彩な入出力装置(図3)

を提供し,かつ各種構成,各椎ネットワークの支援に対し統

一･一した思想をもち,ユーザーの多様化するニ【ズに対しシス

テムの柔軟ノ性,経済性の向上を図った｡特に,
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図2 HITAC+-320システム構成要素 ハードウェア部にファームウ

ェアをもち,L-320システム各種装置のマンマシンインタフェース,ソフトウェ

アインタフェースに対L有機的に作用する｡

(1)ビデオ系～タイプライタ系装置の各種構成を,8椎頬の

基本モデルとするシリーズ化の実現｡

(2)各種ネ

伝送機能,

ソトワーク処羊里に対応するものとして,ファイル

リモートバッチ端末機能,オンライン問合せ応答
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図4 各種ネットワークでの運用形態 ファイル伝送.リモートバッ

チ端末,オンライン問合せ用端末とLてのネットワークシステムへの適応をもつ｡
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図3 HITAC L-320システムを構成する装置 L-320システムを構成する豊富な各種入出力装置を示す｡
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用端末機能の実現(図4)｡

などである､｡

2.3 システム構築の容易性と運用効率の向上

ハードウェア構成でのビデオ系/タイプライタ系装置のシリ

Ⅵズ化によるシステム構築の柔軟性とあいまって,ユMサー

ブログラム作成の容易性の向上,運用効率の向上を次により

具体化した｡

(1)キーボ"ド人力を主体とする業務処理プログラム作成用

言語として,高級かつ簡易な言語であるRFDの提供｡

(2)リモートバッチ処理プログラム作成用言語として,上位

機種であるHITAC L-330/340及びHITAC Mシリーズへの

移行性をもつ言語である拡張RPGの提供｡

(3)データエントリ向けとしてのサーチアンドア､ソ70テーート,

リモートバッチ処理向けとしてのソート/マージなどのユーテ

ィリティプログラムの機能強化｡

(4)データエントリとファイル伝送など,2本の業務プログ

ラムを優先側(フォアグラウンド),非優先側(バックグラウン

ド)ジョブとして割り当て,並行処理を行なうデュアルジョブ

機能の実現｡

(5)他システムとのフロッピディスクテ【タの媒体互換性を

推持する基本データ‾交換ファイル仕様の支援｡

(6)任意のコード体系を処理可能な内部コードへの変換,デ

ータフォーマット変換を行なう紙テープコード変換テⅦ7+レ

登録機能及び紙テープ変換ユーティリティなど既存システム

に対する配慮｡

6】 ハードウェア仕様

基本システムは,タイプライタ/ビデオ/タイ70ライタ･ビ

デオ統合系の3種類に大分類され,ディスプレイ文字数,印

字仕様のバリエーションにより,モデル2～9まで8種があ

り,各モデルに各種キⅦボードの組合せと,共通に各種増設

装置を付加することができる｡各モデルの基本システム,増

設装置の概略仕様を図5,表1に示す｡以■‾卜,ハードウェア

の主な特長とする機能について述べる｡

(1)罫線,ブリンク,高/低輝度表示機能のほか,3,840字の

バッファ部をCRT(Cathode Ray Tube)ディスプレイ制御

部にもち,任意のバッファ部を表示する手動/自動スクロール

機能｡

(2)キーセットの各ブック,ページ,キ耶に対応する項目を

タイプライタ系

モデル d b
l l

H汀AC L-320インテリジェントシステム 889

表I HITAC L-320システム増設装置の概略仕様 H什AC+-3ZO/

2～9全モデルの基本システム共通に付加することができる増設装置の概略仕

様を示す｡

増 設 装 置 仕

増設記憶装置 8kバイト～32kバイト(8Kバイトを単位とする).⊃

増設フロッピディスク 2台目～4台目

OCRハンドリーダ
OCR-Bフォント 重量142g

(H什ACL-320/4～9に接続可能)

オペレータ･キー
横密保護用 7種のシリンダ･キー

(HITACL-320/2-5,8,9に接続可能)

モデムアダプタ

通信速度:1,200BPS/2′400BPS/4′800BPS

同期方式:SYN同期方式

通信方式:両方向非同時転送(4線又は2線)

伝送制御手順:HSC

起動方式:中央起動/相互起動

通信回線:公衆通信回線(電話)/特定通信回線

AA形NCリアダブタ (モデム･アダプタとともに借用)

紙テープ･リーダ
読取速度:80字/秒,+lS8単位/TEJEX6単位

テープで任意のコード

紙テープ･パンチ

せん孔速度:最大20字/秒,+lS8単位/TELEX

6単位どちらかのテープで任意の

コード

マークせん孔カードリーダ
読取速度:100枚/舟,せん孔:80欄

マーク:40欄 混在可

増設プリンタ

ラインプリンタ

印字速度:】川行/分.132字/行

文字構成:縦7×横9,ドットマトリックス

プリンタ

40字/秒,OCR活字 38lmm(15in),

可変トラクタフィード

40字/秒,OCR活字 381mm(15■∩),

固定スプロケット･プラテン

40亭/秒,OCR活字 254mm(10in),

固定スプロケット･プラテン

リモート･パワー･オフ装置 (プログラムによるAC電源切断)

R
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注 OpticalCha｢acte｢Reade｢

Synch｢0川Ze

HitachiStandard SYnChronous Communicatjon

網制御装置

特殊なプログラムを使用することなく,任意に設定すること

ができるキーセットデファイン機能｡

(3)高速キー入力に対応する多段キー入力バッファ機能｡

(4)処理装置のメモリ内答をフロッピデイ■スクに出力する高

速メモリダンプ機能｡

タ イ プ ラ イ タ 及 び ビ デ オ 系
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キーボード配列
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整配列,キーセット
+】S4段配列,2段配列,整配列,DES配列,キーセット

イ ン サ
ー

タ 可 可 可 可 不可 不可 可 可

フロッピディスク 1台(243kバイト/媒体)

基 本 メ モリ 32kバイト

図5 HITAC L-320基本システムの概略仕様 各モデルの基本システムの構成と概略仕様を示す｡
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表2 HITACト320ユーティリティシステムの概略機能 ユーテ

ィリティシステムを構成するプログラムの概略機能を示す｡

分

類

ユーティリティプログ

ラム
j免 能

基

本

ユ

】

テ

イ

リ

テ

イ

システムパラメータセ

ッタ

プログラム選択キーヘのプログラムの割当て,

コンソールプリンタのタブ位置設定,紙テー

ブコード変換テーブル登録,通信回線制御パ

ラメ一夕などを,システムフロッピディスク

に設定する｡

ファイルアロケ一夕
フロッピディスクに対L,ファイルエリアの

確保,変更,削除などの処理を行なう｡

ボリュームコピー
フロッピディスクのボリューム全体を他のフ

ロツピディスクに複写する｡

ファイルコピー
各種入出力装置間でデータ交換を行なう｡7

アイル編成方式の変換も可能である｡

データプリント 指定ファイルの編集印刷を行なう｡

紙テープ変換
可変長レコードの紙テープを固定長に変換し,

フロッピディスクに格納する｡

オ

ン

ラ

イ
ン■

ユ

ファイル伝送ユーテイ

リテイ

フロッピディスクから通信回線.あるいは通

信回線からフロッピディスクへのファイル伝

送を行なう｡

CTM

(コミュニケーション

タスクマネジメント)

ホストコンピュータと通信回線を介して,フ

アイル伝送及び問合せを行なう場合に使用し,
1

テ

イ

ソ
フ‾

イ

RFDユーザ+プログラムとホストコンビュ…

タとの間のインタフェースを管‡里する｡

RBS

(リモートパッチ端末

支援プログラム)

ホストコンピュータと通信回線を介Lて接木売

L,リモートバッチ端末装置とLて,コマン

ド入力,ジョブ入出力を行なう｡

フ

ア

イ
ノレ

サ

ポ
】

ト
ユ

】

テ

イ

せ
7‾

イ

プ

【コ

子筈

吉童
7‾

イ

デ

l

タ
エ

ン■

ユト

】リ

テサ

イポ

リ1
7‾卜
イ

ファイル保守

フロッピディスク上に作成されている順編成

ファイル,又は索引順編成ファイル上のレコ

ードを更新する｡

ソート/マージ

ディスプレイフォーマ

ツトセッタ*

ライブラリ保守

ソースプログラムエデ

イタ

サーチアンドアップデ

"ト*

サーチアンドベリファイ*

フロッピディスク上に作成されている順編成

ファイル,又は索引順編成ファイル上のレコ

-ドを分類(並べ替える)あるいはイ井合(二つの

ファイルを一つにまとめる)する｡

ディスプレイ上にオペレータ･ガイダンス,

伝票フォーマットを表示するために使用する

初期画面(マップ)情報をフロッピディスク上

に作成する｡

フロッピディスク上に作成されたフロログラム

の編成を行なう(登毒気削除,圧縮,更新,

複写,併合,印刷及びせん孔を行なう)｡

拡張RPGソースプログラムをキーボード,デ

イスプレイ,プリンタを介Lて会話形式でフ

ロツビデイスク上に作成あるいは更新する｡

フロッピディスク上に作成された任意のレコ

-ドをサーチし,任意の項目をキーボードか

ら直接修正を行なう｡

フロッピディスク上に作成された任意のレコ

-ドをサーチし,任意の項目をキーボードか

ら入力する項目と比較検証(ベリファイ)し,

誤りがあれば修正を行なう｡

注:*のプログラムは,HITAC+-320/4～9のシステムに対し適応する｡
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日 ソフトウェア仕様

L-320ソフトウェアは,仝モデルを通して共通にL-320PS

(プログラミングシステム)で支揺する｡L-320は共通かつ糊

繁に行なう処理を幾つかのプログラムに分割して提供するユ

【ティリティシステムと,ユーザーのプログラム手段を具体

化する話語処理システムで構成される｡ユーティりティシス

テムの概略機能を表2に示し,以下,ネットワーク支援ユー

ティりティと言語処理システムについて述べる｡

4･1ネットワーク支援ユーティリティの概要

4.1.1 ファイル伝送ユーティリティ

現イ1三一般的に普及しているH-1740データエントリシステム

のフ7'イルイ云送と互換モードをもち,オフラインでのデータ

エントリ,リモートバッチ処理に関与するフロッピディスク

ファイルの伝送を行なう｡1回のリンクで最大19ファイルの

仁ミ送ができるほか,公衆通信回線を利用した自動集信機能を

もつ｡

4.1.2 コミュニケーションタスクマネジメント

日立標準SYN同期手順(HSCl,HSC2,HSC3)による新

規に開発した端末支援モ【ドを用い,ホストコンピュータシ

ステムとの間でリアルタイムの問合せ,ファイル伝送を管理

するプログラムである｡ホストコンピュータからの端末プロ

グラム指定実行,両面の伝送及びファイルの一括伝送機能を

このプログラム白身でもち,このプログラムの管理のもとに

実行されるRFDプログラムにより作成される問合せ文を伝

送する｡RFDプログラムでは,回線をアクセスする特別な

命令はな〈,RFDプログラムサイクルごとにこのプログラ

ムが管理する構造であるため,RFDプログラムを単独で動

作させることにより,端末プログラムを独F′Jにデバッグする

ことができる｡

4.1.3 リモートバッチ端末支援プログラム

リモートバッチ端末として,前項のコミュニケーションタ

スクマネジメントの端末支援モードでホストコンピュータと

接続され,キーボード,せん孔マークカ【ドリ【ダ,フロッ

ビディスクからグ)コマンド,ジョブの入力,プリンタ及びフ

ロッビディスクに対するジョブ出力を管理する｡

4,2 高級簡易言語RFDの概要

一般にチータエントリ/帳票発行処理は,正確かつ速くでき

なければならず,また一方ではオペレータとの接点に当たる

部分であるたれ 容易なオペレーションが可能でなければな

らない｡したがって,これらの処理プログラムは,オペレー

タのキー人力したデータのチェック,エラ【データの修正,

オペレータのキー入力負担を軽i成するマスタファイルの参照

などを考慮して作成Lなければならないが,そのプログラミ

ングは非常に繁雑であり,従来のプログラミング言語では対

処しきれない而が多い｡RFDは,これらの種々の繁雑な処

理をもつデータエントリ/帳票発行処理のプログラミングを容

易にできるよう開発された新しい簡易言語であり,次に述べ

るような特長をもっている｡

(1)オペレータの正確なオペレーションを誘導するオペレ"

タグイダンスの提ホをプログラムに容易に組み込むことがで

きる｡

(2)キー入ブJデータに対する豊富なチェック機能を備えてお

り,プログラムで容易に指定できる｡

(3)エラーデータの修正には,コントロールキーの機能とす

る標準エラーリカバリ機能をもつ｡

(4)プログラムの記述はパラメータ形式であり,帳票様式を
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みながら簡単に作成できるし〕

(5)ソMスプログラムの入力,デバッグ及び修正作業か極め

て客観なコンパイラをもつ｡

4.2.1 R FDのプログラミング

データエントリ/帳票発行で扱う一組みのデータに対するプ

ログラムは,多品一葉の伝票によく見られるように,へ､ソダ

部,ポチⅦ部,合計処理部に対んEする′トプログラム群で1溝成

される(図6)｡RFDでは,この′トプログラムをSRD(Sub-

Record Description)と呼び,各SRD単位に二欠の機能をもつ｡

(1)プリンタ用紙(インサ【タ用単票)のフィード(挿入)指定

と位置指定,テ､ィスプレイ画面フォーマリトの設定｡

(2)多品一一一葉伝票のボデー部に見られる同一処理の練返し回
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図6 RFDによる帳票発行プログラム構造例 多品一葉伝票の発行

処王里を行なうRFDプログラムフローチャートの一例を示す｡

RFDの標準エラーリカバリ機能(コントロールキー回,岨機能),及びコントロ

ールキー機能(回,回)の使用により,容易にプロクうミングすることができる｡

ソ
ー
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作 成

RF[)スタックコンパイラ

作 成

修 正

フリント

RFD会話形コンパイラ

転卜
サブ

コンパイルリスト

図7 RFDのコンパイル Z種顆のコンパイラが用意されており,特に

プログラムの修正,変更作業の工数が会話形コンパイラにより低減される′-.

数指定｡

(3)各S RD実行ごとに,あJJかじめ設定するプリンタ用紙,

イ ンサータ用単票フォーマットに対する行あふれ管理と,あ

ふれ発生時,あらかじめ設定するあふれ処理S RDノ‾＼のバイ

ハス機能.っ

各S RDは,稜数のステMトメントで構成され,各ステーー･

トノントは,あらかじめ設二左するフ7イル(フロッヒディスク,

フリンタ放びインサータ)と各帖エリア,ノぇびR FDのも/‾ノレ

ジスタにつき､パラノーータで指左する各相子エッグ:虻びに触

媒機能と命令語(表3)で構成される｡このうちキー｢ポーーートに

対する命令語には,八つのコントロールキーー機能をもたせる

ことができ,標準とLて二人に述べるような機能をもつ｡

(1)当該S RDc7)先上境の状態に処理をもどし,帳票当i該行に

対し-*'による抹消印1二を行なう1行キャンセル機能｡

(2)RFDを構成する殻も若い番号をもつS RDの状態に処

理をもどし当言刻瞑票を､*ERR'による抹消印字を行なう1f云

票キャンセル機能｡

(3)1行/1tz三禁キャンセル後のjt常なフィールドに対し,キ

ー打けんによる再入力を省略するコピーフィールド機能｡〕

(4)ディスプレイに表示されているデータを使用し,キー･汀

けんによる入力を省略するアドバンスフィールド機能｡

4.2.2 RFDのコンパイル

RFD言語で作成Lたプログラムは,RFDコンパイラ(図7)

により,オブジェクトプログラムに変換される｡)L肝320では,

RFDコンパイラとして,スタックコン′(イラと会話形コン

/ヾイラと

ライブラ

コンパイ

の数ステ

をもつ｡一度コンパイルしオブジュクトプログラム

リに出力されたオブジェクトプログラムは,会話形

ラにより極めて短時間(200ステ･ノブのプログラム中

ソプグ〕帽正は約5分で可)のうちに容易に憺正するこ

とができ,しかも,オブジェクトプログラムとソーース7Lログ

ラムとが完全に同一の実体となっているため,ソースプログ

ラムも自動的に修正されるのでデバッグ効率が飛躍的に向上

した｡図8にコンパイルリスト例をホす｡
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表3 RFDプログラムの命令語

草を示す｡

つ､､ン牛

TOI

TOヨ

モーいl= 7りJント

!つアイlレ メイ!王!N!ス!買手!E!ス!フ千!

!メイレイ!シーヨウ†≡lテイ

,....す....＋-...一..

!M8V∈! l

!M8VE!

!MロVE!

!M巧VE!

!Mb>Eさ

!M8VE!

!白∂D!

さM日VE!

!何日>E!

!白8D!

さT`】6!

!RDD さ

IT`lG!. 1

!KBD2!1 !E l

!C8MP! l

!68T8!E !丁【)4

さCロMP! I

!6凸TO!E !TD5

!C8MP!､ l

!G8Tロ!E さTD2

!C8MP!

!G8TB!E !TD2

!MSG.!

!77イル メイ=!N!ア!ア千†E!ス!ズ千!

.一..-..-＋.＋.＋.◆..＋､＋,十..

!1コウモウ!イ手!ケ?!N!Ⅰ!tけうル シ､､ヨり三っ l

!‥..‥ヰ‥.＋‥＋.＋.十....‥‥.....‥＋!

!LBUF ! 6!1!N!!＋2

!u8UF !11!2!!

!LBUF 7!l!

!uBUF !13!2!

!しBUF ! 7!1!l i

!いBUF !15!2!

!LBUF ! 5!1!N!!十1

!uBUF ! 2!ヨ!

!LBuF I 8!11N!!＋0

!R2 1 1 1

1 1 1 1 1 1

!R2 1 1 11 I

l 事 l

!DSP 9! 暮Il

!LpUF ! 3!1!!!2 1

t l l 暮

!L8uF 11ロ!1!.!3
1 1

!LpUF 2!1! !1

!LIiUF 111!1!I!日

ILtiUF !49!8!!!ウ7小ン エラー

RFロブログラミングの一例を示す｡

RFDのもつ命令語と各命令の機能概

AA罷
口P｢つ口E】 機 能 概 要

KBD

ディスプレイメッセージエリアにガイダンスを表示L,キー入力モ

ニタエリアに打けんデータをモニタLながらキーボードからのデー

タを入力する｡

KBD2
ディスプレイ上任意に指定Lた位置で打けんデータをモニタしなが

らキーボードからのデータを入力する｡

ADD 加算

SUB
i成算

乗算MUJT

DlV 除算

MOVE 移動

COMP 上ヒ享較

GO TO 分岐

TAG 分岐先

CTR+

主とLてディスプレイ上の表示方法を制する命令で,高輝度,低輝

度,ブリンク,ブリンク停+_L非保護フィールドの消去などの機能

をもつ｡

MSG

ブザーを鳴動させ,システムメッセージエリアに指定Lたメッセー

ジを表示L.SKIP/RETRYキーランプを点灯させて処理を一時的に

停止する｡

END lRFDプログラムの記述終了

4.3 拡張RPG

売上げデータをもとにして在庫量を更新し,売上日報を印

刷するなどの事務計算では,データの入力,処]哩,結果の出

力を繰り返すことが多い｡この中で,データの入力部分と結

果の出力部分で行なうことはどの事務計算でも似ているので,
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それらを整理することによって,この部分で行なう内容を指

定するだけでよいようにしたのが拡張RPGである｡このた

め,デMタの処理部分では必要なデ】タが入力されたものと

して,そのデータをどのように処理するかだけを記述すれば

よいので,プログラムの作成が容易であり,まとまったデー

タを一括して処理する事務計算に向いた言語であり,次に述

べるような特長をもつ｡

(1)データ処理機能が豊富である｡

四則演算命令,比較命令,配列/テーブル操作命令,デー

タ移動命令などデータ処理命令が豊富である｡

(2)データの種類が豊富である｡

英数字データのほかに,パック形式データやビット形式デ

ータを取り扱える｡

(3)ファイル操作機能が豊富である｡

自動的に行なわれるファイル操作のほかに,例外的なデⅧ

タの入力や出力も行なうことができる｡

(4)HITAC L-330/L-340及びHITAC Mシリーズの拡張

RPGへの移行性がある｡

B 結 言

HITAC L-320は,分散処理システムの一員として,各種

処理形態に適合する機能,性能を実現した｡

(1)簡易な運用

(2)各種ハードウェア構成システムのシリーズ化

(3)HITAC Lシリーズ上位機種及びHITAC Mシリーズと

の容易なネットワーク構築手段

(4)高級かつ簡易な言語の支援と上位機種への移行性

分散形処理システムは,現在が開花期であり,今後ますま

す広域化,一般化する傾向をたどると考えられ,これに伴う

新しい市場二【ズに対し,強力なエンハンスメントの推進を

行なう方針である｡




